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問題と⽬的

教育実習とストレス
教育実習は短期間に多くの適応と技能が求められる
→ 実習⽣にとっては⾮常にストレスが⼤きい
→ ⼗分な実習効果が得られず、教師になることを断念するケースも

研究⽬的
実習期間中に⽣起する様々な感情について記録し、個⼈差と時
間経過に伴う変化を可視化
→ 実習⽣の細やかな⼼理的⽀援につなげたい

⽅法

調査協⼒者 国⽴X⼤学の教員養成系学部に在籍する学部3年次⽣16名
（⼥性9名、男性7名） 調査時期 ⼊学年度に応じて 2024 ⼜は 2025年 8〜9⽉

（＝初等教育実習期間）

⼿続き n Exkuma を⽤いたオンライン調査を実施
n 毎⽇20時にLINEアカウントに回答を促すメッセージとフォームへのリンクを送信
n メッセージ送信後60分以内に回答がない場合はリマインダを送信 → 当⽇中に回答フォームを締め切る

調査内容 ① 6つの感情（幸福、怒り、嫌悪、悲しみ、驚き、恐怖）それぞれの強さを 0〜100点の VAS で評定
② 回答した気分の理由を⼀⾔（15字以内）で記述（2025年調査のみ）

結果と考察

II. 感情変化からみた実習⽣の類型
実習⽣ごとに、各感情の平均値、標準偏差、1次の傾き、2次の傾きを
最⼩2乗法で算出
→ これらを特徴量として、Ward法による階層的クラスタリングを実
⾏、4つのクラスターに分類

I. 各感情得点の平均とSD

総平均 個⼈差 個⼈内変動 個⼈内変動
の個⼈差

幸福 56.36 13.36 21.58 10.36
怒り 5.39 5.23 7.32 8.81
嫌悪 17.36 12.89 17.23 11.65
悲しみ 15.92 8.39 20.73 8.65
驚き 10.92 12.93 11.81 10.99
恐怖 25.16 12.65 20.65 8.74

p 総平均は「幸福」が最も⾼く、個⼈差や個⼈内変動も最⼤
p ネガティブ感情の中では「恐怖」の平均が最⼤で、個⼈差
や個⼈内変動も⼤きめ

p 「怒り」は総平均、個⼈差、個⼈内変動がいずれも最⼩

① 安定ポジティブ型（10⼈）
「幸福」が⾼めで推移し、ネガティ
ブ感情が低い。感情の変動が⼩さく、
期間を通じて最も安定している。

② 変動ネガティブ型（3⼈）
「幸福」は中程度だが、「嫌悪」と
「恐怖」が⾼い。⽇々の感情の変動
が激しい。

③ ネガティブ上昇型（2⼈）
「幸福」が低く、ネガティブ感情が
⾼い。実習期間が進むにつれてネガ
ティブ感情が上昇し続ける。

④ アンビバレント型（1⼈）
「幸福」と「嫌悪」が共に⾼い。
「怒り」「驚き」「悲しみ」の変動
が⼤きい。

III. 感情別のトレンドパターン IV. 感情と理由の関係
II で⽤いた特徴量から、実習期間中の得点変化について、
   ① 直線的 or 曲線的（加速・減速）
   ② 上昇傾向 or 下降傾向
の組み合わせで6つのトレンドパターンに分類
→ 全体に占める割合を計算

理由（規準テキスト） ポジティブ (%) ネガティブ (%)

実習校での授業 27.3 50.0

授業準備や指導案づくり 0.0 18.8

指導教員との⼈間関係 0.0 12.5

児童との⼈間関係 9.1 0.0

実習⽣同⼠の⼈間関係 18.2 12.5

プライベートな時間や⼈間関係 45.5 6.2

■ ⽇々の感情状態
 ・ポジティブ得点＝「幸福」
 ・ネガティブ得点＝「怒り」「嫌悪」「悲しみ」「恐怖」の平均値
  → 平均±1SD を元に「ポジティブ状態」「ネガティブ状態」に分類
■ 理由テキストの意味的分類
 ・⾃由記述を OpenAI の text-embedding-3-large でベクトル化
 ・先⾏研究＋記述内容から作成した6つの規準テキストもベクトル化
 ・実習⽇ごとにコサイン類似度を算出
 ・理由テキストを最も類似度の⾼い規準カテゴリに分類
  → 出現割合を集計

ポジティブ状態の理由︓プライベートな時間や⼈間関係が約半数
ネガティブ状態の理由︓実習校での授業に関するものが半数

p「幸福」は⼀旦低下する実習⽣もいたが、全員上昇傾向
p「怒り」「悲しみ」は上昇・下降傾向が拮抗
p「恐怖」はおよそ半数で下降傾向
p「嫌悪」「驚き」は下降から上昇に転じた者も3割ほど


